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　人とのふれあいは思わぬ処にあるものです。交通指導員に思わず声をかけた作者
の心根がほのぼのと伝わります。

ふ
れ
あ
い

�

時
女　

礼
子

炎
天
下
の
舗
道
で

交
通
指
導
員
の
男
性
に
声
を
か
け
た

「
こ
の
暑
い
の
に
ご
苦
労
さ
ま
で
す
」

自
然
に
口
か
ら
出
て
し
ま
っ
た

そ
れ
か
ら
四
十
分
そ
の
男
性
は

ま
だ
立
っ
て
い
た

立
ち
話
し
を
し
た

定
年
退
職
し
て
二
十
年
働
い
て
い
る
が

ま
だ
働
け
る
と
明
る
く
笑
っ
た

自
分
の
娘
婿
が
突
然
旅
立
っ
て
し
ま
い

残
さ
れ
た
孫
三
人
の
為
に
働
く
決
意
を
し
た
と

言
う

目
的
が
あ
っ
た
か
ら
頑
張
れ
た
と
も
言
っ
た

帰
り
ぎ
わ
に

「
声
を
か
け
て
く
れ
て
有
り
難
う

　

俺
、
百
才
迄
生
き
る
か
ら
」

弱
音
を
吐
か
な
い
逞
し
い
心
意
気
に
励
ま
さ
れ

汗
を
ふ
き
ふ
き
家
路
を
急
い
だ

真
夏
の
太
陽
は
容
赦
な
く
照
り
つ
け
て
い
た
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自
動
車
が
忙
し
く
行
き
交
う
八

千
代
中
央
通
り
か
ら
少
し
離
れ
た
、

小
高
い
場
所
に
そ
の
教
会
は
あ
る
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
竣
工
の
日

本
聖
公
会
茂
原
昇
天
教
会
だ
。
身
廊

部
正
面
妻つ

ま

壁か
べ
の
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ

ー
風
装
飾
と
、
玄
関
両
脇
四
本
の
ト

ス
カ
ナ
式
柱
が
特
徴
的
だ
。
端
正
で

品
格
の
あ
る
フ
ァ
サ
ー
ド
が
訪
れ

る
人
々
を
暖
か
く
迎
え
入
れ
る
。
下

見
板
張
り
の
白
壁
と
濃
茶
色
の
縦

長
半
円
ア
ー
チ
窓
枠
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
も
美
し
い
。

　

内
部
は
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
に
よ

っ
て
広
く
、
大
き
な
空
間
が
生
ま

れ
、
厳
か
な
祈
り
の
場
が
広
が
る
。

手
入
れ
も
行
き
届
き
、
扉
・
調
度
品

な
ど
も
創
建
当
時
の
ま
ま
の
姿
で

今
日
に
至
っ
て
お
り
、
国
の
登
録
有

形
文
化
財
と
し
て
平
成
十
一
年
（
一

九
九
九
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
登
録
有
形
文
化
財
制
度
は
、

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
始
ま
る
。

こ
れ
は
「
従
来
の
指
定
制
度
（
重
要

な
も
の
を
厳
選
し
、
強
い
規
制
と
手

厚
い
保
護
）
を
補
完
す
る
」
も
の
で

「
社
会
的
評
価
を
与
え
、
幅
広
く
後

世
に
継
承
」
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ

れ
る
。
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
比
べ

れ
ば
「
緩
や
か
な
保
護
措
置
を
講
ず

る
も
の
」
と
言
え
る
。
こ
の
制
度
の

背
景
に
あ
る
も
の
は
「
社
会
的
に
評

価
を
受
け
る
間
も
な
く
、
消
滅
し
て

し
ま
う
こ
と
」
へ
の
危
機
感
だ
。
か

つ
て
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
が
平
成

五
年
（
一
九
九
三
）
に
調
査
し
た
明

治
以
降
の
近
代
建
造
物
九
十
三
棟

の
う
ち
、平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）

に
は
二
十
一
棟
が
解
体
さ
れ
て
い

た
。
わ
ず
か
十
数
年
で
二
十
三
％
が

消
失
し
た
計
算
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
、
指
定
さ
れ
な
い
貴
重
な
文
化
財

を
保
護
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
制

度
で
あ
る
と
い
え
る
。
現
在
、
全
国

で
約
一
万
三
千
件
。
千
葉
県
で
は
お

よ
そ
三
〇
〇
件
が
国
の
登
録
有
形

文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
茂
原
昇
天
教
会
を
所

有
す
る
日
本
聖
公
会
は
、
明
治
の
自

由
民
権
活
動
家
佐
久
間
吉き

ち

太た

郎ろ
う

が

宣
教
師
と
し
て
活
動
す
る
な
ど
「
房

州
宣
教
」
を
早
い
時
期
か
ら
始
め
、

成
功
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
茂
原

の
他
に
も
「
安
房
大
貫
キ
リ
ス
ト
教

会
（
南
房
総
市
）・
昭
和
二
年
（
一

九
二
七
）」
や
「
福
田
聖
公
会
聖
堂

（
成
田
市
）・
昭
和
十
年
（
一
九
三

五
）」
の
教
会
が
現
存
す
る
。

　

ま
た
県
内
に
は
「
日
本
キ
リ
ス
ト

教
団
千
葉
教
会
（
千
葉
市
）・
明
治

二
十
八
年
（
一
八
九
五
）（
リ
ヒ
ャ

ル
ド
・
ゼ
ー
ル
県
指
定
文
化
財
）」、

ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
の
ヘ
ボ
ン
ゆ

か
り
の
「
九
十
九
里
教
会
（
山
武

市
）・
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）」、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
晩
年

作
で
あ
る
「
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
市

川
教
会
会
堂
」
な
ど
の
特
色
あ
る
教

会
建
築
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
明

治
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
が
、
教

育
や
医
療
・
福
祉
な
ど
の
社
会
事
業

を
伴
っ
て
、
日
本
の
近
代
化
に
大
き

く
貢
献
し
た
。
そ
の
こ
と
を
改
め

て
感
じ

さ
せ
て

く
れ
る
、

身
近
に

あ
る
貴

重
な
文

化
財
で

あ
る
。

�

文
化
財
審
議
委
員　

齊
籘　

望

問
合
せ

生
涯
学
習
課
（
９
階
）
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日
本
近
代
化
の
証
人
洋
風
建
築

〜
茂
原
昇
天
教
会
〜
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